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研
究
ノ
ー
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呂
と
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総
会
所

　
「
遡
源
総
堂
」
と
「
原
宗
総
公
所
」
と
は
雷
・
方
・
郵
の
三
姓
の
団
体
で
あ
っ
て
、
三
藩
市
唐
人
街
の
グ
ラ
ン
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

と
ク
レ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
東
北
角
に
両
者
が
建
物
を
遡
源
楼
と
西
陵
楼
に
二
分
し
て
屹
立
し
て
い
る
。

　
遡
源
総
堂
は
雷
・
方
・
郵
の
三
姓
団
体
の
威
儀
作
法
の
た
め
の
本
堂
で
あ
り
、
原
宗
総
公
所
は
同
姓
大
衆
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
的
存

在
と
な
っ
て
い
る
。
既
述
の
余
風
采
武
渓
公
所
や
黄
江
夏
雲
山
公
所
の
場
合
と
同
様
の
二
堂
構
造
を
保
持
し
て
い
る
。

　
遡
源
総
堂
の
三
姓
の
系
譜
‥
‥
‥
「
遡
源
同
宗
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
雷
・
方
・
郵
の
三
姓
は
同
宗
で
あ
っ
て
、
そ
の
始
め
に
え
た
姓
は

「
雷
」
姓
で
あ
っ
て
、
神
農
の
苗
裔
の
帝
楡
罔
子
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
彼
は
蚩
尤
を
討
伐
し
た
功
に
よ
り
方
山
に
封
ぜ
ら
れ
て
「
方
」

姓
を
得
る
に
い
た
っ
た
。
雷
・
方
の
二
姓
は
異
っ
て
い
て
も
同
原
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
宋
の
高
宗
朝
に
お
よ
ん
で
方
愈
平
が
宜

　
　
　
三
藩
市
唐
人
指
の
社
会
構
造
糾



城
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
「
郵
」
の
姓
を
下
賜
さ
れ
た
。
郵
姓
は
方
姓
に
淵
源
し
、
雷
・
方
・
郵
の
三
姓
は
同
源
に
遡
り
え
ら
れ
る
一
脈

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
始
祖
の
雷
氏
は
後
に
河
南
・
陝
西
・
盧
江
に
う
つ
り
、
宋
代
に
お
よ
ん
で
雷
・
方
・
郵
の
三
族
は
江
西
・
湖
南
・
広
西
・
浙
江
・

福
建
に
分
居
す
る
以
外
に
、
そ
の
多
く
は
広
東
省
の
常
雄
・
新
会
・
南
海
・
中
山
・
開
平
・
台
山
・
河
原
の
各
県
に
移
住
し
、
今
日

に
い
た
る
ま
で
七
百
余
年
に
お
よ
ん
で
い
る
。
広
東
省
か
ら
さ
ら
に
海
外
に
出
洋
す
る
も
の
も
少
く
な
く
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
大
陸

に
進
出
す
る
も
の
が
も
っ
と
も
多
い
。

　
華
僑
社
会
の
習
俗
に
し
た
が
っ
て
、
他
郷
に
客
と
な
る
と
と
も
に
、
族
務
が
し
げ
く
、
同
族
の
使
命
に
こ
た
え
る
た
め
遡
源
堂
を

組
織
し
、
団
結
互
助
に
よ
り
、
同
族
と
宗
邦
の
幸
福
を
謀
る
に
い
た
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
０
以
上
は
遡
源
堂
の
系
譜
の

概
略
で
あ
る
。

　
雷
・
方
・
鄭
三
姓
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
分
状
況
＝
以
下
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
遡
源
堂
三
族
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
概

観
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
九
年
度
（
以
下
の
各
地
の
人
口
分
布
状
況
は
す
べ
て
本
年
度
に
つ
い
て
で
あ

る
。
）
で
、
雷
姓
六
五
三
名
、
方
姓
三
六
尺
名
、
郵
姓
六
二
五
名
、
計
一
、
六
四
六
名
で
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
ク
ラ
ブ
的
な
原
宗
公

所
に
入
会
し
て
い
る
も
の
は
九
〇
〇
余
名
と
さ
れ
て
い
る
。
原
宗
公
所
は
一
九
回
七
年
開
催
の
第
十
届
懇
親
大
会
で
遡
源
堂
に
合
併

さ
れ
た
か
ら
、
両
団
体
は
今
日
で
は
何
等
の
差
別
な
く
、
三
族
の
昆
仲
は
均
し
く
両
団
体
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
遡
涯
分
堂
は
三
族
昆
仲
の
総
計
は
六
五
五
名
で
あ
っ
て
、
分
堂
に
登
録
せ
る
も
の
は
約
六
〇
〇
名
程
度
で
、
基

金
を
納
め
た
も
の
は
二
〇
〇
余
名
で
あ
っ
て
、
昆
仲
の
合
作
互
助
は
十
分
で
は
な
い
が
、
表
面
上
の
実
力
は
大
で
あ
り
、
声
望
は
良

54
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好
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
分
堂
の
昆
仲
は
計
一
、
二
〇
〇
余
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

経
営
す
る
も
の
四
〇
余
家
、
餐
館
（
料
理
業
）
は
一
〇
余
家
、
衣
館
（
洗
濯
業
）
は
ニ
ー
三
家
に
す
ぎ
な
い
。
本
埠
の
昆
仲
で
八
〇

才
に
達
す
る
も
の
二
名
、
七
〇
才
台
の
も
の
三
ｌ
四
人
で
そ
の
他
は
す
べ
て
中
少
年
者
層
に
属
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

本
埠
の
分
堂
は
楼
業
二
座
を
所
有
し
、
楼
業
収
入
に
よ
っ
て
財
政
の
安
定
化
を
期
し
て
い
る
。

　
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
（
ォ
ハ
ョ
ー
州
）
分
堂
の
昆
仲
は
計
二
〇
〇
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
女
子
七
ｌ
八
〇
名
で
あ
っ
て
、
独
立
の

生
計
者
は
五
〇
名
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
現
地
出
生
の
二
世
青
年
達
は
族
務
に
関
心
が
な
く
、
単
文
学
校
の
設
置
の
な
い
こ
と
も
堂
務

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
華
僑
人
口
総
数
は
六
〇
〇
余
名
と
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
分
堂
昆
仲
は
そ
の
三
分
の
一
程
度
を
占

め
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
同
姓
集
居
も
後
退
の
傾
向
を
み
せ
始
め
各
地
に
分
散
化
を
み
る
に
い
た
り
、
分
堂
の
力
量
が
日
に
減
退
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ア
ト
ル
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）
分
堂
は
そ
の
盛
時
に
は
昆
仲
五
〇
〇
余
人
を
算
し
た
が
、
現
在
で
は
五
ｌ
六
〇
名
に
し
か
す
ぎ

な
い
で
、
堂
務
の
進
展
を
み
て
い
な
い
。

　
ペ
ル
タ
マ
　
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
分
堂
の
昆
仲
は
二
〇
〇
余
名
で
、
堂
務
の
財
政
逼
迫
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
分
堂
の
昆
仲
は
ス
‥
）
○
余
名
で
、
各
地
に
散
居
し
、
堂
務
は
芳
し
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
″
ク
ト
ン
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
）
分
堂
の
昆
仲
は
一
〇
〇
余
名
で
、
そ
の
う
ち
会
費
（
年
五
ド
ル
）
を
拠
出
す
る
成
年
会
員
は
七
〇
名
を
算
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
シ
カ
ゴ
（
イ
リ
ノ
イ
州
）
分
堂
の
昆
仲
は
六
―
七
〇
名
、
ポ
ｉ
ト
ラ
ン
ド
（
ォ
レ
ゴ
ン
州
）
分
堂
の
そ
れ
は
六
〇
余
名
、
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メ
リ
ー
ズ
ヴ
ィ
ル
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
分
堂
の
そ
れ
は
二
〇
名
前
後
で
あ
る
。

　
右
の
遡
源
総
・
分
堂
の
昆
仲
人
口
数
を
整
頓
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

　
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
堂
　
　
　
　
　
　
一
、
六
四
六
名

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
五
名

　
　
サ
タ
ラ
メ
ソ
ト
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
余
名

　
　
ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
名

　
　
シ
ア
ト
ル
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
～
六
〇
名

　
　
ペ
ル
タ
了
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
余
名

　
　
ロ
ス
ア
ソ
ゼ
ル
ス
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
余
名

　
　
ス
タ
し
ク
ト
ソ
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
余
名

　
　
シ
カ
ゴ
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
～
七
〇
名

　
　
ポ
ー
ト
ラ
ソ
ド
分
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
余
名

　
　
メ
リ
ー
ズ
ヴ
ィ
ル
分
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
名

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
四
、
二
九
一
～
四
、
一
己
一
名
前
後

　
右
の
遡
源
堂
三
姓
の
人
口
数
に
つ
い
て
の
総
分
堂
の
報
告
の
う
ち
に
は
、
各
地
へ
の
分
散
化
に
よ
る
連
絡
の
困
難
と
二
世
以
下
の

ア
メ
リ
カ
化
に
よ
る
同
族
の
団
結
精
神
の
後
退
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
面
楼
業
の
新
規
購
入
、
も
し
く
は
改
修
に
よ
り
外

面
的
に
は
そ
の
輪
奐
の
美
を
ほ
こ
り
、
体
面
を
依
然
と
し
て
固
守
し
て
い
る
こ
と
も
等
閑
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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遡
源
堂
三
姓
の
出
身
県
は
「
美
国
三
藩
市
六
会
館
重
修
六
山
墳
場
徴
信
録
」
に
よ
れ
ば
、
中
山
県
（
陽
和
会
館
）
と
台
山
県
（
甯

陽
会
館
）
に
集
中
し
て
い
る
。
方
姓
の
み
に
つ
い
て
は
、
肇
慶
府
其
の
肇
慶
会
館
出
身
者
の
う
ち
、
第
一
位
の
周
姓
二
七
〇
名
に
つ

い
で
、
第
二
位
の
二
二
元
名
を
占
め
て
い
る
。
中
山
県
属
の
陽
和
会
館
の
出
損
老
に
つ
い
て
は
、
方
姓
九
四
名
、
雷
姓
二
二
名
、
郵

姓
一
二
名
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
他
方
、
本
誌
第
二
十
一
号
所
蔵
本
稿
(
二
）
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
甯
陽
会
館
（
台
山
県
出
身
者
）
の

正
主
席
選
出
回
数
は
、
黄
姓
六
回
、
李
姓
四
回
に
つ
い
で
、
雷
姓
二
回
と
第
三
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
台
山
県
出
身

者
中
、
雷
姓
は
大
姓
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
遡
源
堂
が
台
山
県
の
新
昌
・
荻
海
・

長
沙
の
三
体
に
遡
源
堂
楼
業
建
設
に
も
協
力
し
て
い
が
か
ら
、
そ
の
出
身
地
が
台
山
県
に
所
属
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
筆
者
は
先
に
地
域
団
体
は
姓
民
回
体
の
連
合
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
逆
に
前
述
の
傾
向
か
ら
し
て
姓
氏
団

体
が
一
面
地
域
団
体
の
実
体
を
も
ち
、
同
姓
同
郷
団
体
と
し
て
緊
密
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
遡
源
堂
は
右
掲
の
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
の
み
な
ら
ず
、
専
ら
広
東
人
の
進
出
し
た
キ
ュ
ー
バ
・
香
港
と
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
各
地
に
も
存
在
し
て
い
る
。

　
遡
源
堂
総
章
＝
全
美
遡
源
堂
総
章
に
よ
れ
ば
、
本
堂
の
宗
旨
は
、
団
体
を
強
固
に
し
、
宗
棺
を
連
絡
し
、
相
互
扶
助
し
、
福
利

を
増
進
す
る
こ
と
に
あ
る
（
第
二
条
）
。
全
米
の
雷
・
方
・
郵
三
族
の
昆
仲
は
そ
の
籍
貫
（
出
身
地
）
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
均
し
く

本
堂
に
所
属
す
る
（
第
三
条
）
。

　
本
堂
の
組
織
は
、
総
堂
・
分
堂
・
原
宗
公
所
・
財
産
保
管
委
員
会
に
分
け
ら
れ
（
第
四
条
）
、
総
堂
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
、
分

堂
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
シ
カ
ゴ
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ニ
ュ
’
‐
ョ
ー
ク
・
シ
ア
ト
ル
・
ボ
ス
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ト
ン
・
ペ
ル
タ
マ
・
メ
リ
ー
ズ
ビ
ィ
ル
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ル
パ
ソ
に
お
か
れ
て
い
る
（
第
五
条
）
。

　
次
に
、
第
三
章
権
利
の
条
に
お
い
て
本
堂
昆
仲
は
選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
も
つ
（
第
八
条
）
ほ
か
、
昆
仲
の
身
家
の
生
命
財
産
を

保
障
し
、
も
し
他
人
か
ら
中
傷
も
し
く
は
危
害
を
加
え
ら
れ
る
と
き
は
、
本
堂
は
全
力
を
つ
く
し
て
こ
れ
を
保
護
す
る
（
第
九
条
）
。

さ
ら
に
、
昆
仲
が
不
幸
・
意
外
の
事
件
、
貧
病
に
当
面
し
た
と
き
は
本
堂
は
物
質
的
、
精
神
的
援
助
を
与
え
る
（
第
一
〇
条
）
。
昆
仲

に
糾
紛
発
生
し
た
と
き
は
、
所
属
の
堂
の
調
解
を
う
け
、
も
し
解
決
不
能
の
と
き
は
総
堂
が
調
査
決
裁
を
す
る
。
な
お
、
解
決
不
能

の
と
き
は
、
二
年
毎
に
開
催
の
懇
親
大
会
に
呈
出
し
て
最
終
の
公
判
を
行
な
う
（
第
一
二
条
）
。

　
義
務
に
関
し
て
は
、
満
一
八
才
以
上
で
正
式
学
生
で
な
い
も
の
は
、
基
本
金
一
○
ド
ル
・
登
記
費
五
〇
仙
・
年
費
・
額
損
（
定
額

の
寄
附
）
　
・
特
別
損
を
納
付
す
る
義
務
を
負
う
（
第
一
五
条
）
。

　
選
挙
に
つ
い
て
は
、
職
員
会
議
で
二
名
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
区
内
昆
仲
全
体
の
選
挙
に
よ
り
三
一
名
を
当
選
議
員
と
す
る
。
当

選
議
員
は
九
名
を
互
選
し
て
主
席
候
補
者
と
す
る
。
職
員
会
議
で
複
選
し
て
得
票
の
最
多
の
三
名
（
但
し
毎
姓
一
名
宛
と
す
る
）
を

正
副
主
席
（
正
一
・
副
二
）
　
と
す
る
（
第
一
六
条
）
。
職
員
編
制
に
つ
い
て
は
、
総
堂
は
正
主
席
一
名
・
副
主
席
二
名
（
毎
姓
一
名

宛
）
・
中
文
書
記
二
名
・
回
文
書
記
二
名
・
司
庫
（
財
政
）
三
名
（
毎
姓
一
名
宛
）
・
交
際
二
名
・
核
数
（
監
査
）
三
名
・
議
員
一
六

名
・
雇
用
幹
事
・
庶
務
各
一
名
と
す
る
（
第
二
〇
条
）
。
分
堂
は
正
主
席
一
名
・
副
主
席
一
名
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
は
当
地
の
情
形

を
酌
量
し
て
別
に
定
め
る
（
第
二
一
条
）
。
三
藩
市
の
原
宗
公
所
は
正
副
主
席
各
一
名
と
す
る
（
第
二
四
条
）
。

　
職
員
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
総
堂
と
分
堂
の
正
主
席
は
会
議
を
主
持
し
、
該
堂
議
決
の
一
切
の
事
宜
を
執
行
す
る
（
第
二
六
条
）
。

副
主
席
は
主
席
に
協
約
し
、
正
主
席
欠
席
の
場
合
そ
の
職
権
を
代
行
す
る
（
第
二
七
条
）
。
中
文
書
記
は
該
堂
の
一
切
の
来
往
文
件
を

主
理
し
、
会
議
時
に
は
記
録
を
す
る
（
第
二
八
条
）
。
西
友
書
記
は
一
切
の
回
文
来
往
女
性
を
主
理
し
、
西
人
と
の
事
宜
を
交
渉
す
る
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（
第
二
九
条
）
。
総
堂
司
庫
員
は
財
政
出
納
と
簿
記
を
主
理
し
、
四
ヵ
月
毎
の
輸
番
交
代
と
す
る
（
第
三
〇
条
）
。
核
数
員
は
該
堂
の
一

切
の
収
支
金
額
を
監
査
す
る
（
第
三
一
条
）
。
主
席
が
十
分
に
そ
の
職
責
を
果
さ
な
い
場
合
は
、
全
議
員
の
三
分
の
二
の
同
意
に
よ
り

主
席
の
弾
劾
を
提
出
す
る
権
限
あ
る
も
の
と
す
る
（
第
三
四
条
）
。

　
会
議
に
つ
い
て
は
、
総
堂
・
分
堂
の
職
員
会
議
を
常
会
と
特
別
会
に
分
ち
、
常
会
は
毎
月
召
集
、
特
別
会
は
特
別
の
事
故
あ
る
と

き
主
席
が
随
時
召
集
す
る
（
第
三
五
条
）
。
昆
仲
に
事
故
が
あ
り
、
本
堂
の
調
解
を
請
求
し
、
も
し
そ
の
判
決
に
原
告
・
被
告
何
れ

か
が
、
裁
判
が
不
公
平
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
総
堂
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
、
総
堂
の
裁
判
に
も
不
服
の
場
合
は
懇
親
大
会
に

上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
七
条
）
。
懇
親
大
会
は
四
年
毎
に
一
回
開
催
す
る
（
第
四
〇
条
）
。
懇
親
大
会
の
代
表
は
総
堂
六
名
、

原
宗
公
所
一
名
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
分
堂
四
名
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
分
堂
四
名
、
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
カ
ゴ
・
ロ
ス

ア
ン
ゼ
ル
ス
・
ボ
ス
ト
ン
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
シ
ア
ト
ル
・
ペ
ル
タ
マ
・
メ
リ
ー
ズ
ビ
ィ
ル
の
各
分
堂
は
二
名
、
サ
ン
サ
ン
ト
ニ
オ
・

エ
ル
パ
ソ
は
啓
一
名
宛
と
す
る
。
懇
親
大
会
開
催
地
の
代
表
は
右
の
定
額
数
の
二
倍
と
す
る
（
第
四
一
条
）
。
全
米
懇
親
大
会
が
本
堂

の
最
高
権
力
機
関
で
あ
っ
て
、
懇
親
大
会
閉
幕
後
は
総
堂
を
も
っ
て
最
高
の
権
力
機
関
と
す
る
（
第
四
三
条
）
。

　
財
政
に
つ
い
て
は
、
総
堂
の
財
政
は
そ
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
副
主
席
一
名
・
司
庫
三
名
・
正
中
文
書
記
一
名
を
経
由
し
、

総
堂
名
義
の
銀
行
預
金
引
出
し
の
際
は
七
人
中
の
三
人
の
署
名
が
な
け
れ
ば
効
力
を
生
じ
な
い
（
第
四
四
条
）
。
分
堂
の
銀
行
預
金
は

当
該
分
堂
の
自
行
決
定
に
よ
る
も
の
と
し
（
第
四
五
条
）
、
そ
の
預
金
が
二
、
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
過
す
る
場
合
は
、
そ
の
超
過
額
は
財

産
保
管
委
員
会
の
預
金
口
座
に
振
り
こ
み
、
そ
れ
に
対
し
利
息
が
与
え
ら
れ
る
（
第
四
七
条
）
。
総
堂
と
分
堂
の
出
納
は
毎
月
の
常
会

で
監
査
さ
れ
（
第
四
六
条
）
、
毎
年
そ
の
収
支
金
額
を
結
束
し
て
印
刷
の
上
監
査
に
便
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
四
九
条
）
。
懇
親
大

会
の
一
切
費
用
は
総
堂
の
完
全
負
担
と
す
る
（
第
五
〇
条
）
。
総
堂
主
席
の
毎
年
の
交
際
費
は
一
〇
〇
ド
ル
、
副
主
席
五
〇
ド
ル
、
中
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西
文
書
記
・
司
庫
員
各
三
〇
ド
ル
、
そ
の
各
科
職
員
は
各
二
〇
ド
ル
で
あ
っ
て
、
雇
用
幹
事
お
よ
び
庶
務
員
の
給
料
は
総
堂
の
職
員

会
議
で
決
定
さ
れ
る
（
第
五
二
条
）
。
分
堂
の
交
際
費
は
該
堂
の
自
行
決
定
に
よ
る
（
第
五
三
条
）
。

　
次
に
、
財
産
保
管
委
員
会
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
三
藩
市
の
総
堂
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
分
堂
・
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
分
堂
の
射
影
は

公
有
で
あ
り
、
財
政
収
入
も
巨
額
に
達
す
る
か
ら
財
政
収
支
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
保
管
の
安
全
を
期
す
る
た
め
、
と
く
に
財
産
保

管
委
員
会
を
増
設
す
る
（
第
五
四
条
）
。
総
堂
の
財
産
の
保
管
委
員
会
は
一
五
名
を
も
っ
て
組
織
し
、
正
主
席
は
委
員
会
の
当
然
委
員

と
し
、
司
庫
員
は
一
律
に
兼
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
四
名
の
委
員
は
総
堂
職
員
か
ら
選
出
し
、
そ
の
正
副
主
席
は
互
選
と
す

る
（
第
五
五
条
）
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
分
堂
の
財
産
保
管
委
員
会
の
組
織
は
当
該
分
堂
の
自
ら
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
（
第
五
六
条
）
。

　
懲
戒
に
つ
い
て
は
、
本
堂
の
昆
仲
が
大
衆
に
反
抗
し
、
尊
長
を
侮
辱
し
、
も
し
く
は
不
法
行
為
あ
る
場
合
は
相
当
の
懲
戒
を
与
え

る
（
第
六
〇
条
）
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
進
ん
で
、
内
部
的
陰
謀
を
た
く
ま
し
く
し
、
同
宗
を
傷
害
し
、
大
局
を
破
壊
し
、
そ
の
証
拠
明

確
な
る
も
の
は
、
堂
籍
を
と
り
あ
げ
る
ほ
か
、
法
に
よ
っ
て
完
治
す
る
（
第
六
一
条
）
。
昆
仲
が
外
部
で
事
件
を
お
こ
し
、
本
堂
に
損

害
を
与
え
る
と
き
は
、
本
人
は
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
（
第
六
三
条
）
。
昆
仲
が
経
費
の
支
払
を
滞
っ
て
帰
国
す
る
場
合
、
永
遠
に

追
放
す
る
（
第
六
三
条
）
。
本
堂
の
昆
仲
で
懲
戒
を
う
け
る
べ
き
も
の
が
潜
逃
離
境
す
る
場
合
は
各
地
の
分
堂
に
通
告
し
て
追
踪
究
弁

し
、
さ
ら
に
本
国
政
府
と
一
家
族
団
体
に
要
求
し
て
法
に
よ
り
懲
戒
す
る
（
第
六
四
条
）
。
本
堂
の
昆
仲
が
本
堂
の
義
務
（
初
出
参
考
）

を
尽
さ
な
い
で
事
件
発
生
の
場
合
は
、
基
本
金
条
例
の
罰
欽
一
〇
〇
ド
ル
、
そ
の
他
の
各
費
目
は
五
倍
を
加
え
て
徴
収
す
る
。
右
は

職
員
会
議
を
召
集
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
右
に
よ
り
納
付
を
う
け
つ
け
た
場
合
は
所
要
の
費
用
の
二
分
の
一
は
請
求
人
の

負
担
と
す
る
。
も
し
、
規
定
の
一
部
を
支
払
ず
み
の
も
の
に
対
し
て
は
次
の
方
法
に
よ
り
処
理
す
る
。
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（
甲
）
基
本
金
支
払
ず
み
の
も
の
は
罰
款
一
〇
〇
ド
ル
を
免
ず
る
。

　
　
　
（
乙
）
基
本
金
未
支
払
で
も
、
そ
の
他
の
各
項
を
支
払
ず
み
の
も
の
に
対
し
て
は
、
基
本
金
の
五
倍
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
本
人

　
　
　
は
交
渉
費
二
分
の
一
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
（
丙
）
年
費
未
支
払
の
昆
仲
に
対
し
て
は
、
年
費
滞
納
額
の
五
倍
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
本
人
は
交
渉
費
の
二
分
の
一
を
負
担
し

　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
六
五
条
）
。

　
最
後
に
慶
弔
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
本
堂
の
義
務
を
果
し
て
い
る
昆
仲
の
婚
姻
・
祝
寿
・
子
女
出
生
に
対
す
る
賀
儀
、
死
亡

の
際
に
は
帛
金
が
支
払
わ
れ
る
（
第
六
六
上
八
七
条
）
。
年
令
七
〇
才
を
こ
え
る
昆
仲
に
対
し
て
は
、
義
務
を
果
さ
な
く
て
も
、
慶
弔

の
礼
が
払
わ
れ
る
。

　
右
は
一
九
四
九
年
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
分
堂
に
お
け
る
懇
親
大
会
で
通
過
し
た
遡
源
堂
総
章
の
概
略
で
あ
る
。

　
如
上
の
遡
源
堂
総
章
を
概
観
す
れ
ば
、
昆
仲
の
相
互
扶
助
の
自
治
機
構
と
し
て
の
構
成
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
内
部
的
に
困
窮
の

昆
仲
の
救
済
、
昆
仲
の
紛
争
の
仲
裁
裁
判
、
家
父
長
制
的
秩
序
の
保
守
、
昆
仲
不
法
行
為
に
対
す
る
き
び
し
い
制
裁
、
対
外
的
に
昆

仲
の
生
命
財
産
に
危
害
を
加
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
保
護
に
全
力
を
あ
げ
て
ゆ
く
自
力
救
済
的
集
団
機
構
の
輸
廓
を
明
ら
か
な
ら
し

め
る
。
華
僑
社
会
に
青
年
非
行
の
少
い
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
自
治
機
構
の
整
備
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
当
然
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。

　
姓
氏
団
体
は
連
合
し
て
各
県
・
府
の
地
域
団
体
を
形
成
す
る
反
面
、
そ
れ
ら
姓
氏
団
体
相
互
間
に
郷
里
で
た
と
え
ば
水
利
を
め
ぐ

る
糾
紛
、
出
先
で
で
も
、
賭
場
・
馬
券
売
り
、
洗
衣
行
業
の
な
わ
ば
り
を
め
ぐ
る
経
済
的
利
害
の
対
立
を
み
る
に
い
た
る
側
面
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
居
住
国
側
か
ら
の
圧
力
に
対
し
て
何
等
本
国
政
府
の
保
護
を
期
待
し
え
な
い
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
前
期
的
集
団
社

会
構
造
が
な
お
有
力
に
そ
の
存
在
理
由
を
主
張
し
う
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
一
姓
の
み
で
は
少
数
に
す
ぎ
、
他
の



-62-

有
力
姓
氏
団
体
に
拮
抗
し
え
な
い
と
き
、
系
譜
に
お
け
る
連
関
性
を
追
索
し
て
遡
源
堂
の
場
合
の
ご
と
く
三
姓
の
連
合
を
さ
え
み
て

い
る
。
単
な
る
祖
先
崇
拝
の
祭
祀
的
団
体
と
い
う
よ
り
は
、
集
団
勢
力
の
結
集
面
に
重
点
の
お
か
れ
た
姓
氏
集
団
で
あ
っ
て
、
政
治

的
・
経
済
的
側
面
に
お
い
て
も
有
力
に
機
能
し
て
ゆ
く
。

　
遡
源
堂
の
財
政
＝
遡
源
堂
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
し
が
た
い
が
、
遡
源
堂
の
前
掲
一
九
四
九
年
度
遡
源
堂
資
料
所
載
の

　
「
介
議
事
略
」
の
う
ち
に
は
、
楼
業
を
保
持
す
る
も
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
本
堂
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
分

堂
の
み
で
あ
る
。
本
堂
に
は
遡
源
楼
と
西
陵
楼
ほ
か
百
子
会
楼
の
三
楼
業
が
あ
る
。
前
二
者
の
収
入
は
、
家
賃
・
登
記
費
・
寄
附
金

等
年
間
計
約
三
九
、
〇
〇
〇
ド
ル
、
支
出
は
保
険
料
・
給
料
等
計
約
二
八
、
〇
〇
〇
ド
ル
、
差
引
年
間
約
一
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
余
の

余
剰
金
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
番
目
の
楼
業
の
百
子
会
楼
は
、
百
子
会
が
昆
仲
か
ら
低
利
を
も
っ
て
募
集
し
た
股
木
約
七
〇
、
〇
〇

〇
余
ド
ル
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
先
の
前
二
者
の
年
間
余
剰
金
約
一
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
を
も
っ
て
七
年
間
で
そ
の

股
本
を
償
還
し
、
百
子
会
楼
を
百
子
会
か
ら
遡
源
堂
の
公
有
に
移
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
遡
源
本
堂
の
み
の
そ
れ
で

は
な
く
、
マ
ニ
ラ
・
シ
ョ
ロ
ン
・
ホ
ン
コ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
等
の
各
地
の
姓
氏
団
体
に
も
共
通
す
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
楼
業
が
新
築
改
修
に
よ
り
そ
の
輪
奐
の
美
を
誇
示
し
、
過
去
か
ら
現
在
に
結
び
つ
け
て
ゆ
く
一
貫
性
の
特
徴

を
表
面
化
せ
し
め
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
昆
仲
か
ら
の
低
利
零
細
資
金
の
集
積
に
よ
り
、
実
現
を
み
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ

き
特
徴
で
あ
る
。

　
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
分
堂
に
は
楼
業
が
二
座
あ
る
。
一
座
は
八
〇
、
〇
〇
〇
余
ド
ル
、
一
座
は
一
九
、
〇
〇
〇
余
ド
ル
で
購
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
楼
業
収
入
と
地
価
と
併
せ
て
計
三
五
〇
、
〇
〇
〇
余
ド
ル
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
分
堂
に
も
「
百
子
会
」
が
あ
り
、
昆
仲
か
ら
の
資
金
を
集
積
し
て
い
る
。
遡
源
堂
の
財
政
は
必
ず
し
も
雄
厚
な
も
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帥

の
で
は
な
い
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
堂
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
分
堂
に
は
別
に
遡
源
小
学
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
如
上
、
遡
源
堂
の
三
族
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
西
部
に
集
団
的
に
散
居
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
外
地
で
は
香
港
に
は
「
僑
港
遡
源

堂
雷
方
郵
宗
親
会
」
が
あ
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
ビ
ク
ト
リ
ア
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
モ
ン
ト
リ
ー
ル
、
さ
ら
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
に
も

遡
源
堂
が
あ
り
、
キ
ュ
ー
バ
ー
の
首
都
ハ
バ
ナ
に
は
遡
源
総
堂
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
各
地
へ
の
進
出
は
目
立
っ
て
い
る
が
、

東
南
ア
ジ
ア
の
マ
ニ
ラ
・
バ
ン
コ
ッ
ク
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
等
の
方
面
に
は
遡
源
堂
は
み
い
だ
さ
れ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
「
新
嘉
坡
雷
方
郵
遡
源
堂
建
築
会
所
」
と
宮
城
堂
郵
氏
公
会
‥
‥
＝
＝
汐
回
汐
品
T
h
o
n
g

K
w
o
n
g
c
{
~
y
s
o
a
医
呂

が
み
い
だ
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
集
団
的
進
出
方
向
が
ほ
ぼ
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
遡
源
堂
は
先
公
の
遺
像
を
中
央
に
安
置
す
る
祖
先
崇
拝
の
祭
祀
団
体
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
先
の
総
章
を
み
る
場
合
に
も
、
き
わ

め
て
高
度
に
三
姓
の
自
衛
的
機
構
と
し
て
の
面
が
浮
び
あ
が
っ
て
い
る
。
居
住
国
側
の
政
治
的
・
社
会
的
圧
力
に
対
す
る
の
み
な
ら

ず
、
華
僑
社
会
内
部
の
他
の
姓
氏
団
体
、
そ
の
他
の
集
団
か
ら
の
圧
力
に
対
す
る
自
衛
の
而
も
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に

は
個
人
主
義
的
合
法
的
競
争
・
対
立
と
い
う
よ
り
は
、
集
団
的
、
時
と
し
て
は
暴
力
的
対
立
の
可
能
性
す
ら
潜
在
し
て
い
る
。
一
姓

の
み
の
集
団
で
な
く
、
三
姓
の
連
合
集
団
の
成
立
を
み
た
の
も
、
小
姓
、
な
い
し
は
弱
姓
回
避
か
ら
促
進
さ
れ
て
き
た
も
の
と
も
み

ら
れ
る
。

　
遡
源
堂
の
ご
と
く
三
姓
同
宗
で
な
く
、
宗
族
と
し
て
無
関
係
な
異
姓
の
連
合
集
団
す
ら
成
立
す
る
場
合
が
あ
る
。
右
の
一
典
型
と

し
て
の
劉
・
関
・
張
・
趙
の
四
異
性
の
連
合
か
ら
な
る
竜
岡
親
義
公
所
に
つ
い
て
そ
の
輪
廓
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
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ハ
　
竜
岡
親
義
総
公
所
（
劉
・
関
・
張
・
趙
四
姓
）
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
u
n
g

K
o
n
g
T
i
n
Y
e
e
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

　
本
公
所
は
劉
・
関
・
張
・
趙
四
姓
の
連
合
団
体
で
あ
る
。
先
の
遡
源
堂
の
場
合
は
、
雷
・
方
・
郵
三
姓
と
も
「
源
同
一
脈
、
派
衍

三
宗
」
の
一
脈
同
宗
で
あ
る
が
、
本
公
所
の
場
合
は
異
姓
異
派
の
血
脈
的
に
は
無
関
係
な
四
姓
氏
の
連
合
団
体
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　
桃
園
の
三
結
義
＝
＝
＝
本
公
所
の
四
姓
の
連
合
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
縁
起
は
、
呉
蜀
魏
の
三
国
対
立
の
時
代
に
遡
る
。
三
国
時

代
漢
室
の
復
興
を
は
か
ろ
う
と
す
る
琢
郡
の
劉
備
（
字
、
玄
徳
、
謚
、
昭
烈
帝
）
が
同
じ
く
琢
郡
の
英
雄
、
張
飛
（
字
、
翼
徳
）
と

河
東
解
良
の
英
雄
関
羽
（
字
、
雲
長
）
と
と
も
に
、
張
飛
の
宅
の
背
後
の
桃
の
園
で
牛
馬
を
殺
し
て
天
地
を
祭
り
、
三
人
姓
氏
は
異

っ
て
も
結
ん
で
兄
弟
と
な
り
、
心
を
合
せ
力
を
協
せ
て
漢
室
を
扶
け
、
同
年
同
月
同
日
に
生
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
願
く
ば
同
年
同

月
同
日
に
死
せ
ん
と
生
死
の
交
り
を
結
ん
だ
蜀
漢
の
故
事
に
由
来
し
て
い
る
。
兄
弟
の
序
列
は
劉
備
を
兄
と
し
、
関
羽
を
次
と
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
ｘ

張
飛
を
そ
の
次
と
し
て
い
る
。
後
に
、
磐
何
の
戦
い
に
功
績
の
あ
っ
た
常
山
真
定
出
身
の
趙
雲
（
字
、
子
竜
）
を
も
あ
わ
せ
て
四
賢

を
祖
先
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
国
時
代
の
桃
園
結
義
に
縁
由
す
る
四
異
姓
の
擬
制
的
兄
弟
関
係
の
上
に
成
立
す
る
姓
氏
団
体

で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
四
姓
別
に
「
三
藩
市
劉
家
公
所
」
、
「
三
藩
市
関
宮
公
所
」
、
「
三
藩
市
張
宮
公
所
」
、
「
三
藩

市
趙
宏
公
所
」
の
姓
氏
団
体
が
存
在
す
る
が
、
個
別
的
に
は
小
姓
で
あ
っ
て
、
黄
・
余
等
の
大
姓
に
は
拮
抗
し
え
な
い
で
、
四
姓
連

合
し
て
大
姓
に
匹
適
す
る
実
力
を
備
え
る
た
め
に
、
竜
岡
親
義
公
所
の
成
立
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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こ
の
姓
氏
連
合
の
傾
向
は
四
姓
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
三
国
志
に
お
け
る
馬
超
・
黄
忠
の
二
英
雄
の
地
位
も
関
・
趙
・

張
と
平
衡
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
馬
・
黄
二
姓
も
兄
弟
の
礼
遇
を
も
っ
て
加
入
せ
し
む
べ
し
と
の
意
見
さ
え
み
ら
れ
る
。

　
右
の
各
姓
の
連
合
に
は
、
三
国
時
代
漢
室
再
興
の
た
め
の
忠
義
の
思
想
は
一
姓
一
族
の
よ
く
発
揮
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
の

立
場
を
と
り
、
そ
れ
が
現
代
の
中
華
の
民
族
主
義
と
も
結
び
っ
く
も
の
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
武
侠
精
神
に
よ
る
義
侠
的
結
合

で
あ
っ
て
、
決
し
て
共
同
利
益
的
結
合
で
な
い
こ
と
が
第
一
義
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
帥
。
な
お
、
そ
れ
で
も
当
面
の
現
実
経
済
生
活

面
に
お
け
る
勢
力
範
囲
の
画
定
に
お
け
る
、
小
姓
連
携
の
た
め
の
便
宜
手
段
と
し
て
行
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
お
と
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
さ
ら
に
後
述
に
ゆ
ず
る
。

　
先
に
、
地
域
団
体
が
姓
氏
団
体
の
連
合
と
み
ら
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
本
竜
岡
親
義
公
所
に
関
し
て
も
、
広
東
省

西
南
地
方
の
三
邑
・
四
邑
集
団
に
所
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
本
公
所
の
所
在
地
が
広
肇
偕
の
進
出
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
そ
の
団
体
名
の
声
音
が
広
東
音
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
、
試
み
に
「
美
国
三
藩
市
会
館
重
修
六
山
墳
場
徴
信
録
」
（
中
華
民
国

四
十
三
年
四
月
刊
）
に
よ
り
、
各
会
館
の
四
姓
の
出
損
者
数
を
検
討
す
れ

ば
第
１
表
の
通
り
な
る
。

　
第
１
表
に
よ
れ
ば
、
各
会
館
別
に
は
偏
倚
の
傾
向
か
つ
よ
い
が
、
六
会

館
の
総
計
数
で
は
、
四
姓
が
各
会
館
に
か
な
り
均
衡
的
に
浸
透
し
て
い
る
。

四
姓
の
連
合
に
よ
る
勢
力
範
囲
の
拡
大
の
意
図
は
成
功
し
て
い
る
。
た
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だ
、
合
和
会
館
の
み
は
、
そ
の
出
損
者
数
計
一
、
二
六
七
名
の
う
ち
余
姓
六
六
三
名
、
鄧
姓
二
〇
三
名
の
ご
と
く
、
大
姓
集
居
の
傾

向
が
つ
よ
く
、
四
姓
の
浸
透
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
竜
岡
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
諸
葛
亮
（
孔
明
）
の
居
住
地
の
「
臥
竜
岡
」
（
河
南
省
南
陽
県
）
に
由
来
す
る
と
い

う
説
と
、
広
東
省
開
平
県
（
四
邑
の
う
ち
の
一
県
）
単
水
口
竜
岡
に
劉
氏
一
族
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
廟
名
を
竜
岡
古
廟
と

し
た
こ
と
に
よ
る
と
の
二
説
が
あ
る
。
右
の
両
説
は
時
期
的
の
前
後
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
と
も
に
正
し
い
と
い
い
え
る
。

親
義
は
古
義
を
発
揚
す
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。

　
な
お
、
東
南
ア
ジ
ア
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ス
ラ
バ
ヤ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
・
ク
チ
ン
方
面
の
劉
・
関
・
張
・
趙

の
四
姓
団
体
は
「
古
城
会
館
」
＝
目
口
K
u

S
e
n
gW
u
i
K
u
n
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
称
は
四
姓
の
兄
弟
再
会
し
、
天
地
を

祭
っ
て
聚
義
の
宴
を
催
し
た
「
古
城
」
に
由
来
し
て
い
る
。

　
竜
岡
親
義
公
所
の
所
在
＝
竜
岡
親
義
公
所
も
二
重
構
造
で
内
部
的
に
は
竜
岡
公
所
（
旧
称
、
竜
岡
廟
）
と
親
義
公
所
に
わ
か
れ

て
い
る
。
「
竜
岡
公
所
」
は
、
四
姓
の
先
賢
の
英
威
の
肖
像
を
祭
り
、
祖
先
崇
敬
の
美
徳
を
表
示
す
る
場
所
で
あ
り
、
「
親
義
公
所
」

は
ク
ラ
プ
的
な
書
報
閲
覧
・
娯
楽
親
睦
の
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
常
集
会
の
場
所
と
し
て
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
別
に

「
名
義
寄
廬
」
が
あ
り
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
そ
れ
は
「
名
義
軒
」
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
そ
れ
は
「
名
義
倶
楽
部
」
と
呼
称
さ
れ
て

い
る
。

　
次
に
、
竜
岡
親
義
公
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
理
解
す
る
た
め
に
、
世
界
各
地
に
お
け
る
そ
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
な
お
、
竜
岡
親
義
公
所
と
な
ら
ん
で
、
別
個
の
組
織
の
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
名
称
の
異
る
場
合
は
、
地
名
の
下
の
括
弧
内
に
そ
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れ
を
特
記
し
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
三
藩
市
名
義
寄
廬
）
・
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
（
紐
育
名
義
倶
楽
部
）
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
（
羅
省
竜
岡
親
義
公
所
・

羅
省
名
義
軒
）
・
ハ
ワ
イ
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ボ
ス
ト
ン
・
ボ
ル
チ
モ
ア
・
シ

ア
ト
ル
・
シ
カ
ゴ
（
芝
誠
竜
岡
楼
業
部
）
・
ト
ロ
ン
ト
（
都
朗
度
竜
岡
青
年
部
）
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
（
雲
埠
竜
岡
実
業
部
・
雲
高
華
関

隴
西
総
堂
）
・
モ
ン
ト
リ
ー
ル
・
メ
キ
シ
コ
市
・
メ
キ
シ
カ
リ
・
タ
ン
ピ
コ
・
キ
ュ
ー
・
バ
ー
・
ペ
ル
ー
・
マ
ニ
ラ
（
菲
律
賓
岷
尼
拉
竜

岡
公
所
）
・
香
港
（
香
港
竜
岡
親
義
総
会
・
世
界
竜
岡
親
義
総
会
）
・
台
北
（
台
湾
劉
氏
張
氏
趙
氏
宗
親
会
）
ラ
ン
グ
ー
ン
（
仰
光
古

城
会
館
・
仰
光
連
枝
館
）
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
星
嘉
坡
古
城
会
館
）
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
（
吉
隆
坡
古
城
会
館
）
・
サ
ラ
ワ
ク
（
沙

月
越
古
城
会
館
）
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
　
（
印
尼
爪
哇
古
城
会
館
）
・
ス
ラ
バ
ヤ
　
（
印
尼
泗
水
古
城
会
館
）
・
メ
ル
ボ
ル
ン
（
澳
洲
美
利
浜
名

義
家
堂
）
・
東
京
（
日
本
京
浜
竜
岡
親
義
総
会
）
等
。

　
世
界
各
地
に
お
け
る
劉
関
張
趙
四
姓
団
体
の
大
陸
別
単
位
数
に
は
次
の
通
り
の
数
字
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
　
　
　
　
二
五
単
位
　
　
ア
メ
リ
カ
　
　
三
三
単
位

　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ダ
　
　
　
　
　
七
単
位
　
　
中
南
米
　
　
　
一
二
単
位

　
　
　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
一
単
位
　
　
ョ
ー
ロ
ッ
八
　
　
三
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
　
　
八
一
単
位

　
専
ら
広
東
省
西
南
地
方
出
身
者
の
進
出
し
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
中
心
と
し
て
、
遡
源
堂
の
場
合
と
同
じ
く
広
肇
聊
進
出
の
世
界
各

地
に
四
姓
の
広
汎
な
ネ
ッ
ト
フ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
竜
岡
親
義
総
公
所
の
章
程
＝
＝
本
総
公
所
の
章
程
に
よ
れ
ば
、
そ
の
設
立
の
宗
旨
は
劉
関
張
趙
四
祖
先
の
桃
固
結
義
、
古
城
聚
会
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の
精
神
と
劉
先
主
の
遺
訓
を
う
け
つ
い
で
、
忠
義
親
愛
・
精
誠
団
結
・
合
群
互
助
を
も
っ
て
す
る
（
第
二
条
）
。
会
員
は
四
姓
の
昆
仲

で
章
程
を
遵
守
し
、
品
行
端
正
な
も
の
は
個
人
会
員
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
八
条
）
。
年
令
二
一
才
以
下
と
六
五
才
以

上
の
も
の
は
年
会
費
（
年
三
ド
ル
）
を
免
除
さ
れ
る
（
第
一
〇
条
）
。
会
員
の
義
務
は
登
記
費
・
年
会
費
の
納
入
・
章
程
の
恪
守
と
決

議
案
へ
の
服
従
・
所
務
の
発
展
に
協
助
す
る
こ
と
で
あ
る
（
第
一
一
条
）
。
そ
の
権
利
は
選
挙
権
・
被
選
挙
権
・
所
務
の
興
革
に
つ
い

て
の
建
議
権
、
本
総
公
所
の
各
項
の
福
利
を
享
受
し
う
る
こ
と
で
あ
る
（
第
二
一
条
）
。

　
本
総
公
所
の
最
高
権
力
機
構
は
全
美
竜
岡
親
義
公
所
年
会
で
あ
っ
て
、
そ
の
閉
会
後
は
常
任
主
席
を
最
高
頂
導
者
と
し
て
、
執
行

委
員
会
が
最
高
執
行
機
構
と
な
り
、
監
察
委
員
会
が
最
高
監
察
機
構
と
な
る
（
第
一
三
条
）
。
本
総
公
所
は
主
席
一
名
、
副
主
席
三
名

と
し
、
任
期
は
一
年
四
姓
輪
番
と
す
る
（
第
一
八
条
）
。
年
会
は
毎
年
十
一
月
の
第
一
日
曜
日
に
全
体
会
員
大
会
を
召
集
す
る
。
本
総

公
所
に
は
青
年
部
と
婦
女
部
を
設
置
す
る
（
第
二
七
条
）
。
ま
た
別
に
楼
業
保
管
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
監
査
一
三
名
を
設
け
、
そ
の

う
ち
二
名
は
本
総
公
所
の
主
席
と
監
察
委
員
長
を
も
っ
て
し
、
そ
の
他
の
一
一
名
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
・
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
・
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
棉
仏
市
・
シ
ア
ト
ル
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ボ
ル
チ
モ
ア
ー
・
ボ
ス
ト
ン
の
一

一
公
所
の
当
該
年
度
の
主
席
を
も
っ
て
あ
て
て
い
る
（
第
二
九
条
）
。

　
右
の
本
総
公
所
の
章
程
の
内
容
の
う
ち
に
、
そ
の
構
造
の
輪
廓
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
同
公
所
の
職
能
に
つ
い
て
概
観

を
試
み
よ
う
。

　
本
総
公
所
の
職
能
分
析
＝
右
の
章
程
第
二
条
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
ま
ず
四
姓
先
賢
の
祭
祀
的
団
体
と
し
て
機
能
す

る
。
先
賢
の
生
脱
臼
に
は
連
歓
会
・
演
劇
・
青
年
部
の
瑞
聯
隊
の
演
舞
等
が
展
開
さ
れ
、
宗
親
の
情
拉
を
連
結
す
る
。
漢
昭
烈
帝
劉

玄
徳
の
生
誕
日
は
農
暦
正
月
十
九
日
、
漢
寿
亭
侯
関
雲
長
の
そ
れ
は
農
暦
六
月
廿
四
日
、
漢
桓
侯
張
翼
徳
は
、
農
暦
八
月
八
日
、
順
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平
候
趙
子
竜
は
農
暦
九
月
九
日
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
暦
四
月
四
日
を
「
竜
岡
日
」
と
し
て
各
公
所
が
紀
念
大
会
の
開
催
の

ほ
か
、
時
と
し
て
世
界
竜
岡
親
義
総
会
（
一
九
六
三
年
度
、
ト
ロ
ン
ト
開
催
）
を
開
く
。
そ
の
ほ
か
、
清
明
節
（
農
暦
三
月
）
の
掃

墓
に
は
先
昆
仲
の
陵
墓
に
団
拝
し
、
公
祭
が
正
副
会
員
の
主
祭
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
。

　
友
愃
的
団
結
の
側
面
は
定
期
的
に
懇
親
大
会
の
開
催
・
昆
仲
の
郊
遊
・
観
光
・
音
楽
・
戯
劇
・
体
育
・
観
送
迎
等
多
面
的
に
展
開

さ
れ
る
。
青
年
部
・
婦
女
部
・
音
楽
股
・
瑞
獅
団
等
を
組
織
す
る
。
相
互
扶
助
に
つ
い
て
は
、
教
育
面
で
は
竜
岡
中
小
学
の
経
営
、

国
語
教
育
・
奨
学
金
制
が
あ
る
。
昆
仲
の
葬
祭
に
は
四
姓
兄
弟
が
執
縛
の
礼
を
と
り
、
役
員
等
の
場
合
は
公
所
か
ら
出
棺
し
、
昆
仲

全
体
が
斉
集
し
て
哀
思
を
表
明
す
る
。
さ
ら
に
、
敬
老
慈
幼
の
諸
事
宜
を
行
な
う
。

　
こ
れ
ら
の
社
会
的
施
設
面
以
外
に
、
経
済
的
諸
活
動
と
し
て
は
ま
ず
楼
業
の
建
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
公
所
の
財
政
的
収
入
は
会
費

以
外
に
多
く
の
場
合
、
楼
業
の
租
賃
の
収
入
に
依
存
す
る
。
多
数
の
昆
仲
か
ら
の
低
利
出
資
に
よ
り
「
百
子
会
」
を
結
成
し
て
楼
業

を
購
入
も
し
く
は
建
設
す
る
。
シ
カ
ゴ
の
公
所
は
三
百
余
名
の
昆
仲
の
百
子
会
方
式
に
よ
る
出
資
に
よ
り
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の

そ
れ
は
五
百
余
名
の
昆
仲
の
出
資
に
よ
り
、
ハ
ワ
イ
の
公
所
は
六
百
余
名
の
昆
仲
か
ら
の
集
散
に
よ
り
建
設
さ
れ
て
い
る
。
上
層
楼

を
公
所
の
礼
堂
神
座
に
あ
て
、
下
層
の
一
ｌ
ニ
層
楼
は
店
舗
等
に
貸
付
け
、
そ
の
収
入
を
も
っ
て
公
所
の
主
た
る
財
政
収
入
源
と

し
、
昆
仲
へ
の
出
資
金
と
利
息
を
償
還
し
て
後
、
公
産
に
移
し
て
ゆ
く
。

　
日
本
に
も
一
九
六
一
年
「
京
浜
竜
岡
総
会
」
が
成
立
し
、
横
浜
に
新
楼
屋
を
建
設
し
、
つ
い
で
一
九
六
三
年
に
は
「
竜
岡
之
友

社
」
を
創
設
し
て
、
各
地
の
昆
仲
か
ら
の
出
資
に
よ
り
不
動
産
投
資
と
観
光
事
業
を
経
営
す
る
。
そ
の
営
業
利
潤
を
も
っ
て
各
地
の

竜
岡
組
織
に
補
助
し
、
遅
く
と
も
六
ヵ
年
以
内
の
短
期
的
な
資
本
回
収
を
企
図
し
て
い
る
。

　
戦
後
世
界
各
地
の
唐
人
街
に
お
け
る
華
僑
資
本
の
建
築
ブ
ー
ム
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
右
の
ご
と
き
昆
仲
の
低
利
零
総
資
金
の
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集
積
の
上
に
実
現
を
み
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い
。

　
各
公
所
に
楼
業
部
・
楼
業
保
管
委
員
会
・
実
業
部
等
が
併
設
さ
れ
、
昆
仲
の
零
細
資
金
の
運
用
の
も
と
に
、
漸
次
公
産
の
拡
大
を

は
か
り
、
唐
人
街
建
設
を
促
進
せ
し
め
て
い
る
。

　
政
治
面
に
つ
い
て
は
、
国
民
政
府
側
に
立
ち
、
反
共
の
意
識
を
明
確
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
地
域
的
に
は
居
住
国
の
体
制
に
影
響

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
て
、
総
体
的
に
観
察
す
る
と
き
政
治
的
多
元
性
の
特
性
を
浮
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
黄
江
夏
雲
山
会
所
＝
W
o
n
g
'
s

F
a
m
i
l
y
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

　
黄
姓
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
随
一
の
大
姓
で
あ
る
。
三
藩
市
の
本
公
所
は
も
と
黄
江
夏
堂
と
雲
山
公
所
と
の
両
団
体
か
ら
成

立
し
て
い
た
。
前
者
の
歴
史
は
久
し
く
て
不
明
に
属
す
る
が
、
後
者
の
雲
山
公
所
は
光
緒
初
年
（
一
ハ
ハ
○
）
に
創
立
を
み
て
い
る
。

両
者
が
文
武
の
二
重
構
造
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
号
拙
稿
（
三
）
（
第
一
二
九
ｌ
一
三
〇
頁
）
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
三

藩
市
唐
人
街
が
二
十
世
紀
開
始
以
降
、
平
穏
化
す
る
と
と
も
に
、
民
国
三
十
一
年
（
一
九
四
二
）
挙
行
の
黄
族
第
一
次
懇
親
大
会
に

お
い
て
両
者
の
合
併
が
決
議
さ
れ
、
「
黄
江
夏
雲
山
総
公
所
」
と
改
称
し
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
黄
姓
は
軒
轅
黄
帝
の
末
裔
で
あ
り
、
五
帝
の
世
代
に
雲
公
が
黄
国
（
今
の
河
南
吉
光
州
）
に
封
ぜ
ら
れ
、
国
名
の
黄
を
姓
と
し
た

こ
と
か
ら
黄
氏
の
得
姓
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
「
江
夏
」
は
黄
姓
の
郡
号
で
あ
っ
て
、
漢
は
江
夏
郡
を
西
陵
故
城
、
す
な
わ
ち
今

日
の
湖
北
省
黄
州
府
黄
岡
県
に
お
い
て
い
た
。
「
雲
山
」
は
百
四
世
澄
洛
公
の
長
子
居
正
が
福
建
省
菅
田
県
か
ら
広
東
省
の
岡
州
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（
現
在
の
新
会
県
）
に
遷
移
し
、
居
正
公
派
系
を
形
成
し
、
居
正
公
の
長
子
源
深
公
が
新
寧
県
（
今
の
台
山
県
）
に
葬
ら
れ
た
。
こ
の

深
深
公
は
宗
の
淳
煕
八
年
（
一
一
ハ
一
年
）
進
士
と
な
り
、
江
南
徐
州
府
知
府
、
浙
江
都
漕
運
使
の
官
に
あ
り
、
雲
山
と
号
し
て
い
た

こ
と
に
雲
山
公
所
の
名
称
は
由
来
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
黄
江
夏
雲
山
公
所
は
広
東
省
新
会
県
・
台
山
県
地
方
の
居
正
公
派
系

の
姓
氏
団
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
姓
氏
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
団
体
と
し
て
の
同
姓
同
郷
団
体
と
し
て
の
実
体
を
保

有
し
て
い
る
。

　
今
、
次
に
「
黄
江
夏
雲
山
公
所
」
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
（
ア
メ
リ
カ
）

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
　
　
　
ニ
ュ
ｌ
ョ
ー
ク
　
　
　
ワ
シ
ン
ト
ン

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
　
　
　
　
　
　
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
　
　
　
オ
グ
デ
ン

　
シ
カ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
パ
ソ
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

　
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
フ
レ
ス
ノ
　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
　
　
　
　
　
シ
ア
ト
ル
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
ク
ト
ン

　
ポ
ｌ
ト
ラ
ン
ド
　
　
　
　
　
　
バ
ァ
フ
ァ
ロ
　
　
　
　
　
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド

　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
　
（
カ
ナ
ダ
）

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
　
　
　
　
　
　
モ
ン
ト
リ
ｌ
ル
　
　
　
　
ア
ル
バ
ー
タ

　
ト
ロ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ド
モ
ン
ト
ン
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（
そ
の
他
）

　
メ
キ
シ
カ
リ
　
　
　
　
　
　
キ
ュ
ー
バ
　
　
　
　
　
　
香
港

　
右
の
諸
地
方
は
台
山
県
華
僑
の
進
出
地
域
で
あ
っ
て
、
専
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
集
中
し
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
中
華
総
会
館
＝
凶
M
c
o
ﾖ
召
S
a

へ
の
董
事
派
遣
数
は
甯
陽
（
台
山
）
会
館
が
最
大
多
数
で
総
数

五
五
名
中
二
七
名
を
占
め
、
つ
い
で
そ
の
甯
陽
会
館
の
主
席
選
出
の
頻
度
に
お
い
て
黄
姓
が
筆
頭
を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、
黄
姓
が

三
藩
市
唐
人
街
の
第
一
位
の
大
姓
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
唐
人
街
で
も
黄
姓
は
本
誌
第
十
八
号
所
載

拙
稿
「
明
治
年
間
に
お
け
る
華
僑
資
本
」
（
一
）
の
う
ち
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
同
市
居
住
華
僑
人
口
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
星
洲
台
山
会
館
の
会
員
総
数
は
僅
か
二
、
三
七
三
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
黄
姓
は
五
二
〇
名
で
筆
頭
の
巨
姓

で
あ
り
（
一
九
五
三
年
度
）
、
絶
対
数
は
少
い
が
、
台
山
黄
姓
の
集
団
進
出
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
台
山
黄
家

館
＝
T
o
i

S
h
a
n
W
o
n
g

K
a
h
K
o
o
n
台
山
潮
沙
黄
氏
同
郷
会
＝
印
品
名
o
3
H
o
-
s
r
n
c
E
に
∽
目
屑
o
n
如
c
I
a
n

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
の
ご
と
く
台
山
黄
姓
の
み
の
団
体
も
み
ら
れ
、
台
山
黄
姓
の
結
集
力
の
つ
よ
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に

台
山
以
外
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
次
の
通
り
の
黄
姓
の
姓
氏
団
体
が
あ
る
。

　
南
洋
黄
氏
総
会
＝
Z
呂
y
呂
n
}
{
g
n
n
∽
即
c
h
u
n
g

I
:
1
:
F
a
y

　
順
徳
沙
渓
黄
族
同
郷
会
＝
汐
呂
T
Q
k
K
o
n
g

M
e
i
S
a
r
K
h
a
i
W
o
n
g

C
l
a
n
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

　
福
州
義
序
黄
氏
公
司
＝
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｐ
ｏ
ｒ
ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｏ
ｃ
ｈ
ｏ
w
　
Ｎ
ｇ
ｅ
ｅ
ｓ
ｕ
　
Ｗ
ｏ
ｎ
ｇ
Ｃ
｝
回
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

　
潮
州
江
夏
堂
＝
Ｔ
ｅ
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
w
　
Ｋ
ａ
ｎ
ｇ
ｈ
ａ
ｙ
　
Ｔ
'
ｎ
ｇ

　
稜
崖
黄
氏
公
会
＝
Ｈ
ｅ
ｎ
ｇ
　
Ｔ
ａ
ｉ
　
Ｗ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
ｌ
ａ
ｎ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
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星
洲
客
属
黄
氏
公
会
＝
目
‥
凶
品
名
o
r
Q
内
F
r
c
o
m
m
u
n
i
t
y

W
o
n
g
C
I
a
n
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

　
右
の
ご
と
く
出
身
地
別
に
黄
氏
の
同
姓
団
体
の
分
立
を
み
て
い
る
。
右
の
う
ち
「
南
洋
黄
氏
総
会
」
の
み
は
出
身
地
の
如
何
を
問

わ
な
い
包
括
的
な
黄
姓
の
団
体
で
あ
る
。

　
同
姓
同
郷
の
自
然
的
人
的
結
合
関
係
に
基
盤
を
お
く
集
団
進
出
の
傾
向
は
台
山
黄
姓
の
場
合
に
は
と
く
に
明
確
に
識
別
さ
れ
る
。

だ
が
ヽ
他
面
「
新
嘉
坡
広
東
黄
氏
互
助
社
」
に
参
加
す
る
台
山
黄
姓
は
全
会
員
数
計
四
一
七
名
の
う
ち
四
四
名
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
北
上
し
て
、
ス
ン
ビ
ラ
ン
州
の
台
山
会
館
の
場
合
は
会
員
計
四
〇
二
名
中
黄
姓
四
二
名
、
セ
ラ
ン

ゴ
ー
ル
州
台
山
会
館
の
会
員
計
八
四
〇
名
中
黄
姓
一
三
八
名
、
ペ
ラ
州
台
山
会
館
の
会
員
計
九
六
〇
名
中
黄
姓
七
七
名
の
ご
と
く
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

次
後
退
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
場
合
と
比
較
す
る
と
間
題
に
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
本
公
所
の
職
能
に
つ
い
て
は
、
黄
族
江
夏
雑
志
の
「
黄
族
総
会
於
同
族
之
任
務
」
の
う
ち
に
は
「
郷
事
糾
紛
の
勧
解
・
外

僑
帰
国
の
指
導
・
友
愛
的
気
誼
の
連
絡
・
政
治
的
意
味
に
わ
た
ら
な
い
こ
と
」
の
四
ヵ
条
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
黄
族
江
夏
堂

総
会
簡
章
の
第
二
条
宗
旨
に
は
「
本
会
は
親
情
を
連
絡
し
、
族
譜
を
修
編
し
、
学
術
を
研
究
し
、
実
業
を
振
興
す
る
を
宗
旨
と
し
、

お
よ
そ
中
外
政
治
に
関
し
て
は
、
概
ね
干
渉
せ
ぬ
」
。
と
し
て
い
る
。
右
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
ご
と
く
、
同
姓
間
の
排
難
解
紛
・

海
外
か
ら
の
同
姓
の
本
国
帰
還
の
指
導
・
友
愃
的
連
絡
・
族
譜
の
編
修
・
学
術
の
研
究
と
実
業
を
振
興
し
て
、
生
計
を
維
持
し
、
さ

ら
に
墳
墓
の
祭
掃
・
春
秋
の
祭
典
・
値
征
旅
医
の
慈
善
等
に
い
た
る
事
業
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
黄
江
夏
堂
に
は
文
彊
学
校
（
小
・
中
学
校
、
民
国
一
四
年
設
立
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
本
公
所
に
は
特
設
の
教
育
機
関
は
な
い
。

　
公
所
の
内
部
組
織
は
全
美
総
長
・
正
主
席
・
副
主
席
兼
隊
長
・
中
文
書
記
各
二
名
・
西
文
書
記
二
名
・
代
表
二
名
・
財
政
二
名
・
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核
数
（
監
査
）
二
名
・
庶
務
一
名
・
万
石
寄
廬
主
任
二
名
と
な
っ
て
い
る
な
・
「
万
石
寄
廬
」
は
本
公
所
の
ク
ラ
ブ
的
存
在
で
あ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
台
山
黄
姓
の
集
団
的
進
出
は
圧
倒
的
で
あ
っ
て
、
大
姓
と
し
て
ア
メ
リ
カ
各
地
に
有

力
な
存
在
を
示
し
て
い
る
。
既
往
の
中
国
人
社
会
の
研
究
が
同
郷
・
同
業
・
集
成
等
の
諸
団
体
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
海
外

の
中
国
人
社
会
を
み
る
場
合
、
前
期
的
な
中
国
人
社
会
固
有
の
「
姓
氏
団
体
」
は
意
外
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
。
白
山
黄
姓
が
ア
メ
リ
カ
各
地
に
料
理
・
洗
濯
の
職
人
・
業
主
と
し
て
進
出
を
み
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
一
応
こ
の
程

度
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
至
孝
篤
親
総
公
所
（
陳
・
胡
・
袁
三
姓
）
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

G
e
e
H
o
w
O
a
k
T
m
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

　
本
総
公
所
は
陳
・
胡
・
袁
三
姓
の
連
合
に
よ
る
団
体
で
、
メ
キ
シ
コ
の
メ
キ
シ
カ
リ
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ウ
ィ
ニ
イ
べ
ッ
グ
に
い
た
る

ま
で
の
全
米
各
地
の
二
四
ヵ
所
の
分
所
を
統
轄
し
て
い
る
。

　
陳
姓
の
聖
祖
は
黄
帝
の
ハ
代
の
孫
の
帝
舜
公
で
あ
っ
て
、
舜
は
姚
墟
に
生
れ
た
こ
と
か
ら
姓
は
「
姚
」
と
な
り
、
謚
は
重
華
公
と

な
っ
て
い
る
。
舜
か
ら
三
十
四
世
の
満
公
は
陳
国
に
封
ぜ
ら
れ
て
、
国
名
の
「
陳
」
を
も
っ
て
姓
と
し
た
。
そ
の
謚
は
胡
公
で
あ
っ

て
、
子
孫
は
ま
た
そ
の
謚
の
「
胡
」
を
も
っ
て
姓
と
し
た
。

　
「
袁
」
は
陳
胡
公
の
子
孫
で
あ
っ
て
、
陳
・
胡
・
袁
三
姓
は
同
宗
と
さ
れ
、
こ
の
点
遡
源
堂
の
雷
・
方
・
郵
三
姓
同
宗
と
軌
を
一

つ
に
し
て
い
る
。
マ
ニ
ラ
の
「
嬌
訥
五
姓
連
宗
会
」
は
、
陳
・
胡
・
田
・
姚
・
虞
の
五
姓
の
連
宗
的
姓
氏
団
体
で
あ
る
。
陳
胡
公
の
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九
世
の
孫
の
厲
公
は
改
姓
し
て
「
田
」
と
し
た
。
ま
た
、
聖
祖
帝
舜
公
が
「
姚
」
に
生
れ
、
「
有
虞
」
氏
と
号
し
た
こ
と
か
ら
、
姚

・
虞
・
陳
・
胡
・
田
の
五
姓
は
同
じ
く
聖
祖
有
虞
重
華
公
か
ら
出
た
子
孫
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
「
星
洲
頴
川
公
所
」
＝
鴎
品
名
o
3
}
-
品
c
h
u
a
n

K
o
n
gS
o
h
で
は
、
右
の
五
姓
の
ほ
か
「
袁
」
姓
を
も

加
え
て
姚
・
虞
・
陳
・
胡
・
田
・
袁
の
六
姓
の
連
宗
姓
氏
団
体
を
組
織
し
て
い
る
。
だ
が
、
六
姓
団
体
は
名
目
上
の
こ
と
で
、
事
実

上
は
福
建
系
の
陳
姓
の
み
の
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
「
頴
川
」
は
陳
姓
の
郡
号
で
あ
っ
て
、
聖
祖
帝
舜
公
か
ら
七
五
世
の
陳
実
公
（
謚

・
文
範
公
）
が
頴
川
郡
の
出
身
で
、
桓
帝
の
時
頴
川
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
頴
川
」
は
陳
姓
の
郡
号
と
な
っ
て
い
か
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ぺ
ナ
ン
の
場
合
の
ご
と
く
陳
姓
は
必
ず
し
も
大
姓
で
な
い
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
小
姓
雑
居
の
「
岡
州
会
館
」
で
絶
対
数
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
で
（
一
、
三
四
五
名
中
陳
姓
二
二
八
名
）
、
漸
く
第
一

位
を
占
め
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
陳
・
胡
・
袁
三
姓
の
連
合
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
て
ゆ
く
こ
と
は
、
遡
源
堂
や
竜
岡

公
所
の
場
合
と
同
様
弱
姓
の
辿
る
自
然
の
経
過
と
い
え
よ
う
。

　
本
公
所
の
祭
祀
は
夏
暦
八
月
十
五
日
の
聖
祖
帝
舜
重
華
公
の
生
誕
日
に
行
な
わ
れ
る
。
懇
親
大
会
は
三
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
。

　
内
部
機
構
は
美
西
総
理
一
名
・
協
理
一
名
・
美
東
総
理
一
名
・
協
理
一
名
・
中
文
書
記
・
西
文
書
記
・
交
際
・
財
政
・
核
数
各
二

名
・
議
長
三
名
・
評
議
員
一
六
名
を
お
く
。
別
に
青
年
部
・
婦
女
部
・
楼
業
保
管
委
員
会
（
五
名
）
が
特
設
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
美
洲
至
孝
篤
親
総
公
所
」
の
ほ
か
に
、
次
の
各
地
に
「
至
孝
篤
親
公
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ワ
シ
ン
ト
ン
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
　
　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

　
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
　
　
ボ
ス
ト
ン
　
　
　
　
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

　
　
メ
キ
シ
カ
リ
　
　
　
ウ
イ
ュ
ー
ぺ
ッ
グ
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な
お
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
、
陳
姓
の
み
の
「
陳
頴
川
総
堂
」
‥
‥
‥
‥
＝
c
h
m

W
i
n
g
c
r
に
回
一
回
9
o
r
n
t
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

が
あ
り
、
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
「
歴
山
寄
廬
」
が
あ
る
。
歴
山
は
舜
帝
の
農
耕
に
従
事
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
未
完
）
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